
























































































































































































































































































































































































































21　Ira Koningsley, The Complete Film Dictionary（2nd.ed）, （Penguin Books, 
1997）, p. 339. 日本語訳は引用者による。

























































































































































































































































































































































































































































































シ ー ク ェ ン ス
続きの場面になります。そこには、病身に大胆さを秘めな
がらも、その病ゆえの傷つきやすさを隠せないでいる亮子がいます。その
両面がからみ合い、終局へ、破局へと彼女を急がせるのです。安田夫婦の
自殺現場を前にして、捜査員たちは主犯の夫が共犯の妻を道連れにしたと
判断したかもしれません。真相は逆で、小説で三原が推測するとおり、映
画では観客のすでに知るとおり、けれど夫だけは思いもよらなかった、妻
の亮子が仕掛けた無理心中だったのです。その動機も、迫る捜査の手から
逃れられなくなったからでも、これも原作で三原が推量するように、自分
の死期が近づいているからでもありません。自分が被害者に飲ませたのと
同じ毒物を安田自身が飲まされるのは皮肉な巡り合わせでもあり、卑劣か
つ非情な犯罪者が受けて当然の「目には目を」の報いにもなります。亮子
にとっては、けれど、いかに自分を傷つけたかに気づいていない、気づこ
うともしない夫への最初にして最後の報復であったのです。夫への激しい
愛憎から、彼が飲むビールのグラスに、お時と佐山を死に至らしめた劇薬
物の残りをひそかに落としたのです。
　映画版では、原作以上に捜査側の失態が強調されます。小説では直接に
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は書かれていない事件の終幕を映像化すれば、そうならざるをえません。
逮捕状を手に容疑者の私邸に踏み込んでみても、安田とその妻の死を見届
けるしか刑事たちにはできません。冒頭でと同じように心中死体をとり囲
む彼らだけれど、今度ばかりは「捜査当局にとっては、犯人に自殺される
ほどくちおしいことはない36」と背中で告げて立ちつくすばかりです。そ
の無念は「心中なんだろうな37」との電話での笠井警部（志村喬）の気落
ちした、でなければ関心も失せたような口調にもこめられています。つづ
く場面は、小説にもシナリオにもないけれど、今度は台詞には一言も頼ら
ず、犯人検挙にはいたらなかった三原警部補の無念を映像化しています。
三原は呆然と邸の庭へ出ていきます。そこには小さなゴルフ練習場がしつ
らえられています（これが意外ではないのは、その場面も原作にはないけ
れど、接待ゴルフをする安田を観客はすでに見ているからです）。落ちて
いたゴルフボールをひとつ彼が悔し紛れに蹴り上げると、ボールは遠くの
布の標的の的を大きくはずれて落ちていきます。安田という標的を見つけ
ても、射止めるまではできなかった悔しさを警部補にもう一度味あわせる
ようです。犯人たちをとり逃がしてしまった、法の下で彼らの犯罪を裁く
ことがかなわなくなった三原たちの後悔のただなかで映画は終わります。
ここが原作とは大きく異なるところです。
　序章がそうであるなら、小説の終章も、どこかのどかな雰囲気ではじま
ります。その章全体が先輩刑事の鳥飼にあてた、時候の挨拶からはじまる
三原の私信という形をとるため、叙述の語尾が一人称の「です、ます調」
に変わっていることがあります。安田たちの犯罪を糾弾するに先立ち、事
件が片付いた安堵感を「落ち着いた気持」とか「この憩いの気持」とか
「充実した気持」（244〜245）と手紙の書き手がくり返すこともあります。そ
れでいて、つづく文面には、そのような気分と溶け合わないところが見う
けられるのです。多少の時間が経過しているとはいえ、被疑者を逮捕する
　　　　　　　　　　　　　　　
36　松本清張『眼の壁』（新潮社：新潮文庫、2009）、p. 395.
37　シナリオ、p. 148.
映画としての『点と線』
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こともできなかった、犯罪の真相を証拠立てて明らかにすることもかなわ
ず終わった事件を振り返って「憩いの気持」とか「充実した気持」を味わ
えるのはよほど鈍感な神経ではないか。事件の周囲であれこれ画策してい
ただけの部下たちは仕方ないとしても、事件の核心にいた石田部長も訴追
されなかった、それどころか、役所では栄転さえしたという後日談を伝え
るときの他人事のような口調も、彼らの汚職捜査を担当していた本人のそ
れとも思われません。事件の解明に熱心なあまりか、被害者たちへの配慮
や思いやりに欠けるのも印象を悪くしています。被害者の無念を晴らせな
かった心境を語るなど一切ないのです。三原に自分の推理を披露する場を
与えるために、加えて、彼自身「なんとも後味の悪い」（271）と形容する今
回の事件の口直しのためにも設けられたと思われる最終章だけれど、か
えって小説そのものの後味も悪くしてはいないか38。映画が事件の後日談
を放棄したのは、そのような印象を与えたままで終わらせまいとしたため
ともいえます（最終章を切り捨てたため、小説ではそこでなされる事件の
謎解きは、映画では捜査の進行の節目ごとに差し挟まれることになりま
す）。映画の終わりには「家で冷たい井戸冷やしのビールを飲みながら、ほっ
とした気持でくつろいでいる」（271）非番の三原とはほど遠い、被疑者たち
の逮捕を逸した自分への怒りを抑えきれない三原がいます。真夏の炎暑の
なかで真冬の玄界灘の北風さえ懐かしむどころか、その寒風にも似た厳し
い状況におかれた三原がいるのです。彼らによって理不尽にも命を奪われ
た佐山とお時へのせめてもの弔意としても、安田夫妻の惨めな死に様は映
し出されます。最後に時刻表が大写しにされるのも、旅することへの亮子
の哀しい憧れを振り返りながらも（死の直前に彼女の口からもれるのも辰
野、飯田、天竜峡などの駅名です）そこに記された数字を悪用した凶悪犯
罪をあらためて告発するためなのです。
　　　　　　　　　　　　　　　
38　これとは別の理由ではあるけれど、原作者自身も『点と線』については「少々
後味が悪い」としている。『松本清張事典』、p. 218を参照のこと。『点と線』
に限らず、短編であれ長編であれ、原作者の推理小説の多くがそうであること
からも「後味の悪さ」こそ、清張作品独自の持ち味であり一種の商標ともいえる。
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